
事故その他の事象（鉱害を含む。）の措置情報(平成１９年）

1 中部 岐阜
平成１９年１１月７日

-時-分頃
金属 Ｄ

有害物質排出
基準　不適合

鉛地金溶解炉
バグフィルターの濾布
の熱効果による小孔

産業保安監督部が鉱害等検査(鉱煙)で平成
１９年１１月７日鉛地金溶解炉の鉱煙測定を
実施した結果、鉛が14㎜ｇ/㎥Ｎと基準値10㎜
ｇ/㎥Ｎを超過していた。

他の溶鉱炉等では実施し
ていたが、鉛地金溶解炉で
は実施していなかった。

バグフィルターの濾布が熱硬化して弱く
なった部分に小さな穴が開いて鉛濃度
の高い粉じんが漏れ出た。

１．バグフィルターの濾布を耐熱濾布に
交換した。
２．今迄、バグフィルターの点検は排ガ
スの色の目視点検のみであったが、こ
れに加えてマノメータの差圧が基準値
以内にあるか繰炉後に確認する。
３．操業日報にバグフィルターの差圧、
排ガスの着色の項目を新たに追加し、
また、チェックするため供覧者の欄を新
設した。
４．保安日誌にも新たに溶解炉・集塵
設備の項目を追記した。
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　鉱山労働者数
　Ａ：９人以下
　Ｂ：１０～４９人
　Ｃ：５０～９９人
　Ｄ：１００人以上
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